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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
災
害
時
の
活
動
や
日
ご
ろ
の
生
活
の
助
け
合
い

を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
へ
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
持
つ
皆
さ
ん
か
ら
相

談
や
情
報
な
ど
の
窓
口
を
一
つ
に
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
の

九
月
二
十
九
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
会
議
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
広
が
り
を
み
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
会
議
が
進
め
て
い
る
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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い
ま
求
め
ら
れ
て
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ま
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あ
な
た
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は 

自
発
的
な
活
動

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
と
一
般
的
に

は
「
奉
仕
」
と
い
う
言
葉
が
思
い
浮
か
び

volunteer
ま
す
。「         
」
と
い
う
言
葉
は
、
日

本
語
で
は
志
願
者
、
篤
志
家
、
奉
仕
者
と

表
現
さ
れ
ま
す
が
、「
自
ら
進
ん
で
社
会

事
業
な
ど
に
参
加
す
る
人
」
と
い
う
意
味

volunteer

も
あ
り
ま
す
。「         
」
の
語
源
は
ラ

volo

テ
ン
語
の
「    
（
ウ
ォ
ロ
）」
か
ら
生
ま

れ
、
そ
の
意
味
は
「
意
志
・
志
」
を
表
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
は
、
自
発
的
な
活
動
で
あ
り
、
義
務

で
も
強
制
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
個
人

の
自
由
な
意
志
に
よ
り
、
考
え
、
行
動
し

て
い
く
も
の
で
す
。
た
だ
個
人
の
意
志
に

よ
り
行
動
す
る
と
い
っ
て
も
、
自
己
の
利

益
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
く
、「
利
他

性
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
活
動
や
目
的
が

社
会
に
あ
っ
た
も
の
、
社
会
の
た
め
に
な

る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
基
本
的
に
無
償
で
あ
る
こ
と
や
継
続

性
と
い
う
要
件
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
領
域
や
分
野
で
活
発
に
な

り
、
自
発
的
な
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
会
議
が
発
足

市
民
に
よ
る
自
主
的
な
社
会

問
題
へ
の
取
り
組
み

　

社
会
は
生
活
の
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代

か
ら
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
へ
と
変

化
し
、
同
時
に
国
を
中
心
と
す
る
中
央
集

権
的
な
社
会
か
ら
地
方
を
中
心
と
す
る
分

権
社
会
へ
と
大
き
く
移
行
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
分
権
社
会
の
主
役
は
市
民
で

す
、
市
民
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
市
民
は
、
今
ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
そ
の
力
を
養
い
「
自
ら

の
ま
ち
は
自
ら
の
手
で
」
と
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
目
的
は
、
自
分
自
身
の
生
活
す
る

社
会
に
お
い
て
起
こ
る
社
会
問
題
や
課
題

に
対
し
て
、
自
分
自
身
が
自
発
的
・
主
体

的
に
そ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
こ
の
活
動
を
通
し
て
市
民
自
ら
が

人
間
の
尊
厳
を
認
め
合
い
、
参
加
と
創
造

の
喜
び
を
得
る
と
と
も
に
、
よ
り
高
い
福

祉
や
文
化
の
あ
り
方
を
学
び
、
あ
る
い
は

伝
え
あ
っ
て
、「
共
に
補
完
し
、
共
に
生
き

る
」
新
た
な
地
域
社
会
の
形
成
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

広
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

広
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

vo
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n
teer

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
会
議
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
情

報
の
共
有
を
図
り
、
関
係
機
関
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
今
後
の
推
進
体
制
を

調
査
研
究
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
関
係
機
関
の
職
員
を
構
成
員
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

推
進
会
議
は
、
市
教
育
委
員
会
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

会
の
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
り
、
会
議
の
事
業
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
月
一
回
の
定
例

会
を
は
じ
め
必
要
に
応
じ
て
臨
時
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
七
月
二
日
に
は
先
進
地

視
察
と
し
て
、
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
は

じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
組
織
と
そ
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
推
進
会
議
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
や
講
演
会
の
開

催
を
す
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成

す
る
た
め
の
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を

開
設
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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　ボランティアは助け合うこと、
ちょっとした心遣いだと思って
います。
　中山道かたりべの会やトコト
コボンちゃんで観光ボランティ
アガイドをしていますが、おもし
ろかったとか、また来たいと言っ
てもらえるようなガイドを心掛
けています。お礼の手紙をも
らったり、その手紙をくれた人が
また来てくれたりした時は、本当
にうれしいと感じました。
　かたりべなども若い人、次の世
代につなげていくことが課題と
なっています。以前どこかで子
供たちが、古い建物を天井の係、
ふすまの係など分担を決めて４
人が組になり説明をしていまし
た。恵那市もひし屋資料館など
子供たちに覚えてもらうといい
と思います。住んでいる町や物
を大切にしたり、地域のことが好
きになったり、次の世代の育成に
つながるのでは、と思います。
　現在は父子家庭のおじいちゃ
ん、おばあちゃんたちに、今の時
代の子育て（孫育て）についての
話をする機会、仲間作りや情報交
換できる場を作ろうと考えてい
ます。何かをしてあげたのでな
く、やれることをやっているとい
うことで、自然体でいきたい。

　ボランティア活動を一言で言
えば生活の一部という感じです。
ボランティアは自分の身近な生
活の中にあると思いますが、気付
いていない人が多いと思います。
　ボランティア活動は、難しく考
えるのではなく、自分がやって楽
しいことやほかの人が喜んでく
れることです。現在は、まちづく
り市民協会や地域づくりの「ハン
ズ武並」、朗読の会「どんぐり」
をはじめ、軽スポーツ、青少年育
成などで活動しています。
　ボランティアのきっかけは、近
所の人に誘われ地域の子供に映
画を見せて遊ばせたこと。その
後活動が広がり、小・中学生をは
じめ、いろんな人と知り合いにな
りました。そういう係わりの中
から、いろんなことを得ることが
できましたので、人のつながりは
大切だと思っています。
　今自分が主に取り組んでいる
のは「ハンズ武並」です。年間７０
日から９０日活動していますが、
活動費の財源や、メンバーの高齢
化が悩みで、次へつなげていくこ
とが課題です。
　今後は、ハンズ武並で、高齢者
から子供まで触れ合える場を作
り、この冬にオープンするスケー
ト場などを活用して活動を進め
ていきたい。

ボランティアは
身近な生活の中に

ボランティアは
趣味のようなもの

自然に助け合える
ことが大切

曽我 龍一 さん
（武並町藤）

野田 光子 さん
（大井町岡瀬沢）

露木 淳子 さん
（大井町土々ケ根）

��������	


　ボランティア活動は特に意識
しているわけではなく、自分がい
いと思うことをしたり、みんなで
助け合ったりすることが、ボラン
ティアでいいのかなと思います。
　最初は学校の本の読み聞かせ
ボランティアに参加したのが
きっかけで、図書館の読み聞かせ
サークルや、まちづくり市民協会
を知り、いろんな活動をしている
方がいることを知りました。そ
んな中で自然に、みんなと一緒に
何かしたいという気持ちで、活動
をするようになり、今では趣味と
いう感じです。
　子供を持つお母さんのグルー
プ「ｅネット」では、恵那市のこ
と、子育てのことを勉強したり、
恵那や近隣市の学童保育所を見学
したりしました。またアンケート
をして子供たちが家でゲームを
している時間が多いこと、自分た
ちの頃のように外で遊ぶことが
少ないことが分かりました。そ
こで学校の放課後に読み聞かせ
をしたり、一緒に遊んだり、何か
手作りしたりという活動を計画
して仲間づくりをしています。
　現在、県の子育てサポーターの
認定を受けるため養成講座に参
加していますが、このような活動
ができるのも主人のおかげと感
謝しています。
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講　師　な　ど講　　座　・　内　　容日　　　時
市まちづくり市民協会
センタースタッフ

ボランティアそもそも論
９月１０日�
午後１時半～３時半

みんなでフリートーキング身近な生活や地域社会における課題・問題点
９月１７日�
午後１時半～３時半

市まちづくり市民協会
センタースタッフ

ボランティア活動の体験発表
活動体験：９月下旬～１０月中旬

 １０月２２日�
午後１時半～３時半

市まちづくり市民協会
センタースタッフ

新たな地域社会の形成
～これからのボランティア活動

 １１月５日�
午後１時半～３時半

市まちづくり市民協会
センタースタッフ

ワークショップで描くわたしたちのまち
１１月１２日�
午後１時半～３時半

　人としての存在価値を高めたい、心の豊かさを求める方、仲間づくりなど一緒にボランティア活動につい
て、学びましょう。

◇対象者　講座全過程を受講できる方（１８歳以上）
◇定員　２５人程度
◇受講料　全過程１人１,０００円（ボランティア保険含
む）
◇場所　市共同福祉会館２階研修室
◇締め切り　８月３１日�

◇応募方法　住所・氏名・年齢・電話番号を明記の
上、市まちづくり市民協会へ直接又は郵送、ＦＡＸ
でお申し込みください。（電話でも可）
◇応募・問い合わせ　市まちづくり市民協会
〒５０９‐７２０３　恵那市長島町正家一丁目５番地１３（市
共同福祉会館内）�２０-０６５７�２０-０６５８

防災講演会

��������	
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　今日本では、地震や洪水の被害に相次いで見舞われています。こうした災害はいつわたしたちの身に起こ
るか分かりません。そして、災害が起こるのを防ぐことはできません。しかし、災害の被害を減らすことはで
きます。では、いざというときどうしたらよいのでしょうか。また災害の被害を減らすこと、「減災」のため
にわたしたちは普段から何をしたらよいのでしょうか。
　今回の講演会で、わたしたちの身の回りをもう一度見直して、わたしたち一人一人ができる「減災対策」を
考えてみましょう。「自分の生命は自分で守る」ということがまず何より大切なことで、同時に「自分の地域
は自分たちで守る」という意識を持つことが「減災対策」の基本であることを学びます。
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▲「自分の地域は自分たちで守る」家具転倒防止
ボランティア活動

テーマ　「日常の活動が生きる防災とボランティア」

と　き　８月２１日�午後１時半～

ところ　恵那文化センター集会室

講　師　池上三喜子（東京防災指導協会調査研究専門委員・東京

　　　　防災ボランティアセンター副会長）

主　催　恵那市ボランティア活動推進会議

共　催　恵那市・市教育委員会・市社会福祉協議会・市まちづく

　　　　り市民協会

問い合わせ　市まちづくり市民協会�２０-０６５７
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モノの豊かさからココロの豊かさへ ���
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